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１．研究の背景

我が国の２型糖尿病患者数は、その予備軍の人も加えると1千万人以上と推定され、国民病と言われています。日本人が
糖尿病になりやすいのは、元来インスリン分泌が悪いところに、近年食事が欧米化したことにより膵臓のインスリン産生細胞が疲
弊し、細胞数が減少することが原因と考えられています。日本人型２型糖尿病のメカニズムは解明されておらず、日本人に合っ
た２型糖尿病の画期的な予防法、治療法は確立していません。

２．研究の目標

日本人の２型糖尿病の分子メカニズムを明らかにします。そして、日本人型２型糖尿病治療薬開発に道筋をつけます。

３．研究の特色

最近の研究により２型糖尿病に関連のある遺伝子変異が明らかになってきました。Cdkal1は日本人型２型糖尿病と最も関
連のある遺伝子の一つで、この遺伝子に変異がある人ではインスリン分泌が悪く糖尿病になりやすいことが分かってきました。しか
しCdkal1の機能が不明なことから、その詳細は不明であります。本研究では、Cdkal1の機能を明らかにし、日本人型２型糖尿
病のメカニズムを解明します。

４．将来的に期待される効果や応用分野

現在の糖尿病治療薬は、日本人も欧米人も同じであり、インスリン分泌を促進することを目的とした薬が主流であります。しか
し日本人の場合、このような薬を長期に服用すると膵臓にダメージを与え、むしろ糖尿病が悪化すると考えられています。本研
究により、日本人に合った糖尿病治療薬の開発が期待できます。
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